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研 究

身体模倣の正中線交差と社会的スキルの関係性

田中 駿 1），牛山 道雄 2），郷間 英世 3），石倉 健二 4）

〔論文要旨〕
本研究は，4歳児と 5歳児の計 49人を研究対象者とし，身体模倣の正中線交差なし，正中線交差ありと社会的
スキルの協調，自己制御，自己表現を測定し，その関連を明らかにすることを目的とした。正中線交差なしは 3項
目 3点満点，正中線交差ありは 6項目 6点満点，協調，自己制御，自己表現はそれぞれ 20点満点で評価した。正
中線交差なしおよび正中線交差ありは，共に協調との有意な正の相関が認められた。一方で，正中線交差なしおよ
び正中線交差あり，協調は月齢との有意な正の相関が認められたため，擬似相関である可能性が考えられた。そこ
で，月齢を統制した偏相関を求めたところ，正中線交差なしは有意な相関は認められなかったが，正中線交差あり
は協調，自己制御，自己抑制との有意な正の相関が認められた。正中線交差なしおよび正中線交差ありは，協調と
同時期に獲得される能力であると考えられた。また，偏相関分析の結果から，正中線交差ありは 4，5歳児の社会
的スキルの獲得との関連があると考えられた。
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Ⅰ．問題と目的

模倣は，社会性獲得の基礎となる能力であり１），社
会性との関連が深いことが知られている。幼児の模倣
の役割は，仲間関係を築きやりとりを楽しむためであ
る２）ことや，他人の行動や傾向，および身体表現にお
ける意図の機能や特性を学習し，自分自身の特徴や能
力，他者との共通点を学ぶため３）であるとされている
ことからも，社会性の獲得に重要な役割を果たしてい
ると考えられる。
肢位模倣で用いられるような，人の身体の動きを真
似する身体模倣に注目すると，言語発達に遅れのある
幼児は定型発達児と比べて，身体模倣が困難である４）

ことや，自閉症児は定型発達児と比べて，自分の身体
を相手に合わせて動かすことが苦手である５）ことなど
が報告されている。また，言語の獲得に遅れのある幼
児の身体模倣は，後の言語能力や社会的なコミュニ
ケーションとの関連がある６）とされている。また，正
中線を交差する身体模倣においては，特別な支援の必
要な子どもや家庭に課題のある子どもは，腕や膝が正
中線を交差する模倣課題が苦手であること７）や，自閉
症児は右手で左側の耳をつかむような正中線交差課題
において困難性が高かったことが報告されている８）。す
なわち，自閉症児は健常児と比較して身体模倣が苦手
であり，正中線を交差する身体模倣がより苦手である
と考えられる。
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正中線を交差する身体模倣は，幼児の発達について
重要な役割を果たしており，模倣の観点や健常児と自
閉症児の比較から，社会性との関連がある可能性が考
えられる。そこで本研究では，健常児のみに焦点を当
てて，正中線を交差しない身体模倣と正中線を交差す
る身体模倣を実施し，正中線を交差する身体模倣の重
要性について検討することを目的とした。

Ⅱ．方 法

1．研究対象者

研究対象者は，A市の保育園の 4歳児（年中児）お
よび 5歳児（年長児）クラスに在籍し，自閉症や言語
障害，知的障害の診断や疑いのある児を除外した男児
22人，女児 27人の計 49人である。

2．調査方法

調査期間は 2018年 4月から 2019年 12月である。幼
児の身体模倣を測定するために，身体模倣課題９）を実
施した。また，幼児の社会性を測定するために，就学
前児用社会的スキル尺度１０）を担任保育士に依頼した。
ⅰ．身体模倣課題

身体模倣課題は，検査者と研究対象者が向かい合っ
て立ち，研究対象者に「鏡に映っているように正確に」
「できるだけ早く」真似するように伝えてから，検査
者がポーズの見本をし，研究対象者がポーズを見て模
倣する肢位模倣課題である。課題には，腕が正中線を
交差しない模倣の 3項目（以下，正中線交差なし），
および腕が正中線を交差する模倣の 6項目（以下，正
中線交差あり）を使用した。正中線交差なし，正中線
交差あり共に，ポーズは全て左右非対称である。正中
線交差なしのポーズは，右腕を指先まで真っ直ぐ前に
伸ばし，左腕は指先まで真っ直ぐ横に伸ばすといった
ように，腕が正中線を交差しない。正中線交差ありの
ポーズは，左手を右耳の上に置き，右手は右腰にあて
るといったように，どちらかの腕が正中線を交差する。
検査者はこれらのポーズを逆転して見本をするので，
左腕を指先まで真っ直ぐ前に伸ばし，右腕は指先まで
真っ直ぐ横に伸ばすポーズや，右手を左耳の上に置き，
左手は左腰にあてるポーズをする。課題の手続きや正
答基準については田中らの基準と同様とし，課題の前
には例示をし，研究対象者に課題の内容を理解させた。
検査者が示したモデルのポーズを鏡に映っているよう
に正確に，3秒以内に模倣できた場合に正答とした。

本研究においては，正答の場合は 1点，誤答の場合は
0点とし，正中線交差なしは 3点満点，正中線交差あ
りは 6点満点とした。身体模倣課題はすべて，課題に
精通した検査者（著者）が実施した。
ⅱ．就学前児用社会的スキル尺度

社会的スキル尺度は，他児に対する共感や向社会的
な行動を表す「協調」，我慢や自制を表す「自己制御」，
自分の気持ちや考え，行動を適切に相手に対して表現
できる「自己表現」の 3因子各 10項目からなる。質
問項目は，ない（0点），ときどき（1点），いつも（2
点）の 3件法で評価する。因子の得点は各 20点であ
り，得点が高いほど社会的スキルが高いと評価するこ
とができる。社会的スキル尺度は，担任の保育士（1
クラスに 2人）が相談の上で，研究対象者を評価した。

3．分析方法

4歳児と 5歳児の身体模倣得点および社会的スキル
得点を比較するために，Mann-Whitney検定を用いた。
また，身体模倣得点と社会的スキル得点，月齢の関連
を確認するために相関を求めた。分析には Pearson
の相関係数を用いた。身体模倣得点も社会的スキル得
点も，年齢と共に得点が上昇するとされているため，
月齢を統制した偏相関分析を行った。分析には SPSS
version22.0を使用し，いずれも有意水準は 5%未満と
した。

4．倫理的配慮

本研究は，京都教育大学倫理委員会に申請し，承認
されている（受付番号 1406）。事前に研究対象者の保
育園園長および担任の保育士に調査目的，方法，内容
を文書で説明し，了解を得た。また，研究対象者の保
護者に調査目的，方法，内容を文書で説明し，自由意
思による協力であり，データは番号で処理し，個人を
特定しないことなどを伝えた上で個別に同意を得た。

Ⅲ．結 果

1．研究対象者の属性

研究対象者の属性を表 1に示す。研究対象者全体
で身体模倣の正中線交差なし得点は 1.6±1.0（平均±
標準偏差，以下同），正中線交差あり得点は 3.0±1.8
であった。正中線交差なしは 4歳児（1.3±1.1）より
も 5歳児（1.8±0.9）の方が得点が高く，有意な差が
認められた（p＜.05）。また，正中線交差ありも 4歳
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表 1　研究対象者の属性
全体 4歳児 5歳児 p

人数 49 24 25
月齢 66.3（7.6） 60.1（5.3） 72.3（3.6）

身体
模倣

交差なし 1.6（1.0） 1.3（1.1）  1.8（0.9） ＊

交差あり 3.0（1.8） 2.3（1.7）  3.6（1.6） ＊＊

社会的
スキル

協調 12.1（4.6） 10.0（3.5） 14.2（4.5） ＊＊

自己制御 15.7（3.9） 15.4（4.3） 15.9（3.6） n.s.
自己表現 17.3（3.2） 17.4（2.9） 17.2（3.4） n.s.
M（SD），n.s.＝not significant，＊＜.05，＊＊＜.01

表 2　身体模倣と社会的スキル，月齢との相関
社会的スキル

協調 自己制御 自己表現 月齢
身体
模倣

交差なし .318＊ －.110 .018 .363＊
交差あり .549＊＊ .281 .244 .536＊＊

月齢 .462＊＊ .036 －.081 ―
＊p＜.05，＊＊p＜.01

表 3　月齢を統制した身体模倣と社会的スキルとの
偏相関

社会的スキル
協調 自己制御 自己表現

身体模倣 交差なし .182 －.132 .051
交差あり .403＊＊ .310＊ .342＊

＊p＜.05，＊＊p＜.01

児（2.3±1.7）よりも 5歳児（3.6±1.6）の方が得点が
高く，有意な差が認められた（p＜.01）。研究対象者
全体で社会的スキルの協調は 12.1±4.6，自己制御は
15.7±3.9，自己表現は 17.3±3.2であった。社会的ス
キルは協調において，4歳児（10.0±3.5）よりも 5歳
児（14.2±4.3）の方が得点が高く，有意な差が認めら
れた（p＜.01）。自己制御と自己表現は有意な差が認
められなかった。

2．身体模倣得点と社会的スキル得点との関連

身体模倣と社会的スキルとの相関を求めた。結果を
表 2に示す。正中線交差なしは，協調との有意な正
の相関が認められた。自己制御と自己表現は有意な相
関は認められなかった。正中線交差ありは協調と有意
な正の相関が認められた。身体模倣および社会的スキ
ルは年齢と共に得点が増加するため，月齢との相関を
求めたところ，正中線交差なしおよび正中線交差あり，
社会的スキルの協調に月齢との有意な正の相関が認め
られた。
身体模倣と社会的スキルの協調の得点は月齢との相
関が認められたため，社会的スキルとの相関は擬似相
関である可能性があった。そこで，月齢を統制し，身
体模倣と社会的スキルの偏相関を求めた。結果を表 3
に示す。正中線交差なしは社会的スキルの全ての領域
との有意な相関は認められなかった。正中線交差あり
は社会的スキルの全ての領域において有意な正の相関
が認められた。

Ⅳ．考 察

4歳児クラスと 5歳児クラスの幼児を研究対象者と
し，身体模倣課題と社会的スキル尺度を実施し，相関
を求めたところ，正中線交差なし，正中線交差あり共
に社会的スキルの協調との正の相関が認められた。つ

まり，身体模倣得点が高い幼児ほど，協調スキルが高
いと考えられた。本研究で用いた身体模倣課題は，3
歳から 8歳にかけて得点が上昇すること９）が報告され
ている。また，社会的スキル尺度の協調の得点は，3
歳から 5歳の年齢時点において年齢と共に得点が上昇
すること１０）が報告されている。すなわち，この 2つの
能力は同時期に獲得されると考えられた。これに関連
して，正中線交差なし，正中線交差あり，協調は月齢
との正の相関が認められたため，擬似相関である可能
性が考えられた。そのため，月齢を統制した偏相関を
求めた。正中線交差なしは社会的スキルのいずれの領
域とも有意な相関は認められなかったが，正中線交差
ありは社会的スキルの協調，自己制御，自己表現の全
ての領域との有意な正の相関が認められた。問題と目
的でも述べたように，正中線を交差する身体模倣は，
自閉症児や特別な支援の必要な子どもや家庭に課題の
ある子どもは健常児と比べて苦手であること７）が報告
されている。一方で，本研究においては，発達障害や
知的障害の診断や疑いのある児を除外したにも関わら
ず，身体模倣得点と社会的スキル得点に関連が認めら
れたことから，腕が正中線を交差する身体模倣は社会
的スキルの協調，自己制御，自己表現との重要な関係
がある可能性を示唆するものであると思われた。
正中線交差ありの課題を幼児に見せるときは，例え

ば，検査者は右腕が正中線を越えて左側の耳を触り，
左腕は腰を触るポーズをとる（図 1）。つまり，幼児
側から見れば，左側の腕が右側の耳を触り，右側の腕
が腰を触ると判断できる。しかし，ポーズを誤答した
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図 1　研究対象者から見た検査者

図 2　検査者から見た研究対象者の誤答のポーズ例

図 3 検査者から見た研究対象者の正答のポーズ

幼児の多くは，右側の耳に移動した腕を見て，自分の
右側を動かす判断をすると考えられる。そのため，左
腕を動かさずに右腕を動かし，図 2のようなポーズ
をしてしまう（図 2）。正答した幼児は，左腕を動か
し，右側へ移動させることで，正確なポーズをとるこ
とができる（図 3）。すなわち，正中線を交差する模
倣には，相手のポーズ全体を左右も意識して捉える入
力段階と，身体を動かすことによって捉えたポーズを
正確に再現する出力段階があり，正中線を交差しない
模倣に比べて複雑であり，意識する点が多いと思われ
る。誤答した幼児は入力か出力のどちらかの段階が苦
手である可能性がある。
正中線を交差する模倣については，左右の弁別能力
や空間認知能力が影響している可能性が示唆されてお
り１１），ポーズの捉え方への影響が考えられる。誤答し
た幼児はポーズをした結果から部分を捉えるため，全
体を見ることが苦手であり，対照的に，正答した幼児
はポーズの全体を細かく捉えることが得意であること
に違いがある可能性が示唆された。身体模倣において
は，相手のポーズを捉えることができても，自分の身
体がどのようになっているかを捉え，動かすことが必
要となる。模倣の課題ではないが，正中線を交差する
課題の獲得時期について，2歳から 6歳までの幼児に，
ボードにペグを配置させる課題を用いて幼児の正中線
交差を測定した Stilwellは，年齢と共に成績が上昇す
ること１２）を報告している。また，3歳から 10歳の子ど

もにカードに触れる課題を用いて正中線交差を調査し
た Carlierらは，年齢と共に成績が上昇し，その成績
が幼児期においては 3歳から 4歳で特に上昇するこ
と１３）を報告している。これらは模倣課題ではないが，
正中線を交差する課題は，幼児期に年齢と共に獲得さ
れると考えられた。また，5，6歳は内部統制力が増
大するために，速度の系列化に基づくコントロールが
でき，今回の研究対象者に含まれる 5歳はその萌芽期
である１４）とされており，運動のコントロールがより精
密になる年齢であると考えられる。正中線を交差した
状態であっても，うまく自分の身体をコントロールす
る能力がつくことにより，相手の行動を再現しやすく
なると考えられた。生活の場に当てはめると，相手の
様子を細かく捉えることができ，加えて状況に合わせ
た行動が取りやすいために，社会的スキルも相対的に
高いことが推測された。
偏相関分析により，正中線を交差しない模倣は相関

が認められなかった。しかし，以前から身体模倣と社
会性の関連が示されてきたことから，今回の結果には
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疑問が残る。このことに関して，今回は 4，5歳児ク
ラスの幼児を研究対象者としたために有意な相関が認
められなかった可能性がある。つまり，研究対象者の
年齢を下げることにより，求められる社会性も異なり，
関連が出る可能性があると考えられる。例えば，4，5
歳児よりも低年齢の幼児は，身体攻撃や先生に言うな
どの他者依存による自己主張を用いること１５）や，他者
の快，不快感情の視点は 4歳以前に 7割ほどの幼児が
取得していること１６）が報告されている。また，他者に
対する社会的な行動に目を向けると，18か月には他
者が目的を達成するための援助行動を取ること１７）や，2
歳頃には被害を受けた他者に同情を示すこと１８），3歳
頃には他者に被害が及ぶのを防ごうとすること１９）が報
告されている。このような他者の状態を捉え，それに
合わせて振る舞うことは，生活の中でそのような場面
を見て学んだ結果とも考えられ，正中線を交差しない
模倣との関連があるかもしれない。2歳頃から見られ
る遊びに着目すると，この頃の幼児は同じ行動や同じ
言葉を使うことによりテーマを共有し，月齢が上がる
と言葉でテーマを共有することにより遊びを深めてい
く特徴がある２０）。自分の周りの仲間，保護者がしてい
ること，あるいは動物や乗り物の動きなどを真似して，
なりきって遊ぶことにより，自分の世界の周りで起
こっていることを捉え，仲間との関係を深めていく。
正中線を交差しない模倣は，このような社会性の基盤
となる能力と関連する可能性がある。この点を明らか
にするのは今後の課題である。

Ⅴ．結 論

4歳児と 5歳児の計 49人の身体模倣と社会的スキ
ルの関連を調査した結果，正中線交差なし，ありは共
に社会的スキルの協調領域との有意な正の相関が認め
られた。また，月齢を統制した偏相関分析においては，
正中線交差ありは社会的スキルの領域全てとの有意な
正の相関が認められた。この結果から，正中線を交差
する模倣は，社会的スキルとの重要な関係があること
が示唆された。正中線交差ありは正中線交差なしと比
べて複雑で，意識すべき点が多く，自分の身体をより
コントロールする必要があるため，それが得意な 4，5
歳児は日常生活においても相手に合わせて行動するこ
とができるのではないかと考えられた。正中線交差あ
りは 4，5歳児の社会的スキルの獲得との関連がある
と考えられた。
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〔Summary〕
The purpose of this study was to detect relation between capacity in reproducing mirror postures of limbs

beyond the body’s midline and social skills such as cooperation, self-control, and assertion. Forty-nine children
with typically-development from a class for 4-5 aged of a certain nursery school participated. The results showed
correlations between cooperation and imitation of postures both with/without limbs beyond the body’s midline.
Postures without limbs set beyond the midline did not correlate with social skills when their age were adjusted,
whereas social skills correlated with postures with limbs set beyond the midline. Our results suggest that
learning mirror movements concur with acquiring cooperation. Development in mirroring movements may be
associated with social skills in 4-5 aged children.

Key words: young children, physical imitation, crossing the body midline, social skills
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